
（仮称）津市久居ホール整備基本計画検討委員会委員委嘱式 

並びに第 1回検討委員会 会議概要    

 

開催日時  平成 25年 6月 24日（月） 10：00～12：00 

開催場所  津市役所 4階 庁議室 

事  項  1（仮称）津市久居ホール整備基本計画検討委員会委員に係る委嘱式 

      2 第 1回検討委員会 

       (1) 会長の選出について 

             (2)（仮称）津市久居ホール整備基本計画検討委員会について 

       (3)（仮称）津市久居ホール建設予定地の概要について 

(4) 今後の進め方について 

(5) 各委員からの意見など 

出席委員 （仮称）津市久居ホール整備基本計画検討委員会委員 

稲垣博司、大幡貞夫、佐藤ゆかり、菅内章夫、髙橋秀典、中森堯子、

別所正樹、松浦茂之、山田康彦、山本賢司、若林善周 

（欠席：3名） 

大月淳、小嶋みゆき、佐橋俊美 

事 務 局 津市長 前葉泰幸 

スポーツ文化振興部長 新家聡 

     久居総合支所長 南浦康人 

スポーツ文化振興次長 市川雅章 

スポーツ文化振興課長 脇田久三 

久居総合支所地域振興課長 澤井尚 

文化振興課主幹 木村みどり 

文化振興課副主幹 堀田祐治 

株式会社エルイー創造研究所 川本直義、渡辺庸、小澤李紗 

 

＜会議概要＞ 

１ （仮称）津市久居ホール整備基本計画検討委員会委員に係る委嘱式 

 〇辞令交付  

市長より、（仮称）津市久居ホール整備基本計画検討委員会の委嘱状が交付さ

れました。 

 〇市長あいさつ 

  本日は、久居ホールの整備基本計画検討委員会にご出席いただき、心から御

礼申し上げます。 

もとよりこの久居市民会館の後継の建設は合併当時から課題として掲げられ

ていたことでございます。その中で、ポルタひさいのことが課題として浮上して

参りました。久居市時代に結んだ損失補償契約の履行を回避したいということで、



久居都市開発の持っている資産、土地、建物を不動産鑑定価格で購入するという

形で解決させていただくことになりました。 

また、久居市民会館は、雨漏りがしており、ホールの天井裏の溶接部分が劣化

してきているため、安全性が確保できない恐れがあるという調査報告を受けまし

た。そこで、今年の 1月一時休館をさせていただくことにしました。 

久居市民会館を新しくするにあたりポイントは 3つあります。1つはホールを

どういう風にしていくかです。2つ目は、関連する機能をどう持たせていくかと

いうこと。3つ目は、住民サービス機能を一部持たせる必要があり、自治会が集

まる場所を作らないといけないこと。 

この久居ホール整備基本計画検討委員会の構成は、地元の方々の思いを込めた

ものにしていただくような会にしたいと考えました。市民会館が休館になってい

ますので、なるべく早く計画させて頂きたいと思います。今年度中に、まずは基

本計画ということで進めていただければと思っております。どうぞ、よろしくお

願いを申し上げます。 

  

〇自己紹介（委員よりひとこと） 

（稲垣委員）市長から今までの経緯の説明があったが、大体思いは通じていると

感じた。ここ 2、3 年の思いや流れを汲んでご審議頂ければありがた

い。 

（大幡委員）地元のホールなので、文化や自治会関係等に活用できる場になると

よい。 

（佐藤委員）新しくできるホールについては、地元と地域の人々が交流し高め合

うホールになればよいと考えている。 

（菅内委員）ここ 10 年程久居市民会館を利用し、秋の久居まつりでひさい版仮

装大笑の企画運営を行ってきた。今年から久居市民会館が休館となっ

たため、困惑している。地域のみなさんそして我々（利用者）が使い

やすい、いいものができたなと感じる施設をこの会で検討していきた

い。 

（髙橋委員）四季の彩り祭りなどが長く市民の方に浸透していくような場として、

現在の立派な市民会館に替わるものを希望する。洋画協会としては、

新しい市民ホールの中に一部市民ギャラリーを作って頂きたい。 

（中森委員）文化協会としては、ホールだけではなくギャラリーや茶室もほしい

との意見が出ている。限られたスペースの中でどれだけ文化協会の要

望を聞いてもらえるかが大きな課題であると考えている。この検討委

員会の話を受けてから中部・近畿管内の 3年以内に建設された 1,000

席以内のホールをインターネットで調べている。先日は大阪城公園前

のホールにミュージカルを見に行ったが、そのホールはどの客席から

見ても舞台がきれいに見えていた。行ける限り色々なホールを見に行



くなど勉強していきたいと考えている。希望としては、1,000 席がダ

メであれば 800席を目標としている。 

（別所委員）商店街としては、商業の活性化につながるような集客力のある施設

となってほしいと考えている。旧の市民ホールの規模と同等かそれよ

り大きなものを希望する。 

（松浦委員）三重県文化会館で 7 年間管理部門で施設の貸出等に携わっていた。

現在は演劇を中心に実演芸術の振興を担っている。日本全国の劇場業

界の自分が持っている見識で役に立てたらよい。また、建設に至る経

緯を加味して前向きな提言ができるようにと考えている。 

（山田委員）美術教育を専門としている。津市文化振興審議会でも津市にいくつ

かある文化ホールが大きな課題であると議論されている。ホールは、

地域の文化の拠点になるので、大事に育てていきたいと考えている。 

（山本委員）津市で劇団を設立し、毎年 2回ずつ公演している。津市内の全ての

ホールを使用したが、舞台として使える機能を備えているのは 3つぐ

らいと感じている。新しいホールに希望する考えがあるので、今後述

べていきたい。 

（若林委員）津市は県庁の所在地であり、久居は副都心と言えるので、中途半端

なものでなく、のど自慢でもできるぐらい大きなものがよい。交通の

アクセスの良い場所が良いが、久居東鷹跡町に建設するとのことで、

そういう面もみんなと相談して作り上げられるようにと思っている。 

 

２ 第１回検討委員会 

 (1) 会長の選出について 

  （仮称）津市久居ホール整備基本計画検討委員会設置要綱に基づき、次のと

おり会長を選出するとともに、会長の指名により、副会長を選出しました。 

会長：山田康彦（国立大学法人三重大学教育学部教授） 

副会長：稲垣博司（津市自治会連合会久居支部 会長） 

  

(2)（仮称）津市久居ホール整備基本計画検討委員会について 

 久居駅周辺地区のまちづくり及び検討委員会設置の経緯を説明しました。 

 （説明：文化振興課長 脇田久三） 

  

(3)（仮称）津市久居ホール建設予定地の概要について 

 ホール建設予定地の概要を説明しました。 

 （説明：文化振興課長 脇田久三） 

  計 画 地 現久居総合支所 

  地名地番 三重県津市久居東鷹跡町 246番 他 9筆 

  敷地面積 約 5,500㎡ 



  ・現在の久居市民会館の場所については、都市計画区域の指定が住居地域で

あるため、劇場を建設することができない。久居総合支所は、近隣商業地

域と第 1種住居地域に指定されているため劇場を建設することが可能であ

る。 

  ・建ぺい率や容積率による面積制限、日影による中高層建築物の高さの制限

がある。 

  ・現在久居総合支所の駐車場は大半が借地である。 

 

【質問】   

（菅内委員）説明のあった久居ホールの 21.5億という予算は、解体の費用のこと

か建設費のことか。また、建ぺい率や容積率、高さ制限による面積制

限を考慮した具体的に計画できる面積を提示してほしい。 

（脇田課長）この予算は、久居南庁舎の解体工事費も含まれており、久居駅前の

全体の事業として想定の事業費として 21.5億円としている。これから

策定する基本計画の内容によっては、流動的なものになると考えてい

る。面積については、正式な用地測量をまだ行っていないため図上で

の確認だが、敷地面積が約 5,500 ㎡であるため、建築面積は約 4,400

㎡以下、延床面積が約 11,000㎡以下である。 

（株式会社エルイー創造研究所 川本）高さ制限については、隣地斜線制限と道

路斜線制限がある。また、日影規制が建物高さに影響してくる可能性

が高い。具体的に計画をしないと詳細が不明だが、容積率いっぱいに

計画することは可能である。ただし、希望する形に建てられるかは議

論が必要だろう。 

（中森委員）制限等の関係を考えると、リージョンプラザより少し大きい規模の

ものしか建たないのではないか。客席数に影響してくるのではないか。 

（新家部長）計画はこれからなので要望は取り入れたい。現在津市庁内でも駐車

台数の案などはないが、現駐車場が借地であることや図書館利用者も

含めた駐車場の検討が必要である。 

 

(4) 今後の進め方について 

  今後の検討委員会の進め方について、事務局よりスケジュール案を提示しま

した。 

 【主な意見】 

（松浦委員）基本計画を策定する上で基礎的な判断をしたいので、久居市民会館

の利用状況などの基礎データと昨年 6 月に制定された劇場、音楽堂等

の活性化に関する法律を各委員に配布してほしい。先進施設視察は、

理想的な事業運営も含め市民の利用・活用が参考になる「長久手市文

化の家」と最新の設計事例として「穂の国とよはし芸術劇場」を提案



する。座席数のことが議論になっているが、搬出入、楽屋の滞在のし

やすさや練習室使用、ユニバーサルデザインなども考慮し、30年後を

見据えた施設としてほしい。 

（稲垣副会長）平成 22 年 8 月にホールについてのワークショップを行ったので、

開催結果を配布してほしい。附帯施設も含めて検討をすると、6回の検

討委員会では検討しきれないので小委員会のような分科会を設けては

どうか。 

（別所委員）リージョンプラザの延床面積は、どれくらいか。 

（脇田課長）延床面積は約 9,500㎡です。 

 

(5) 各委員からの意見など 

委員のみなさんに各自の意見を発表していただきました。 

【主な意見】 

（稲垣副会長）ポルタひさい・久居総合支所・市民ホールなどそれぞれの計画と

リンクしており、この検討委員会だけで進行できるのか不安である。 

（大幡委員）久居総合支所がポルタひさいに移転するのであれば、跡地に住民サ

ービス機能を残してほしい。津市の行政施設ということを考えると、

防災拠点のサブ拠点ということも踏まえた構想としてほしい。 

（佐藤委員）検討委員の中に、学校関係者がいないので、学校関係者の意見もヒ

アリングしてほしい。次回の検討委員会からは、久居で開催してほし

い。 

（菅内委員）久居市民会館と同等規模のホールがほしいと考えている。また、楽

屋や搬出入等の使い勝手についても意見を述べていきたい。10年後、

20年後のメンテナンスのことも考えていきたい。 

（髙橋委員）配布されたスケジュールには、先進施設の視察が 7 月に 1 回のみだ

が、もっと視察に行かないと検討が難しいのではないか。幾施設か視

察に行きたい。 

（中森委員）これまでいろいろな議論を重ねても、参加していない市民には情報

が伝わっていないことを痛切に感じている。検討委員は市民代表とし

て、できるだけ知っている人に意見を聞いて、検討委員会の中で伝え

てほしい。 

（別所委員）リージョンプラザと同等の面積に文化活動の場や住民サービス機能

なども含めると、かなり制限されたホールになるのではないか。市内

のホールは、どれも 600席ぐらいなのでせっかく作るのであれば 1,000

席クラスのホールがよい。 

（松浦委員）合併した津市の中の久居だということ、津市は全国的にも市内のホ

ール数が多いということを念頭におく必要がある。三重県内の全ての

市町の劇場の数、席数と利用率を提示してほしい。三重県文化会館や



リージョンプラザなどがすでにあることを考慮しないと、結果として

利用がない納税者負担の施設となってしまう。 

（山本委員）ポルタひさいの展示場や久居市民会館の稼働率、催し物のデータを

提示してほしい。 

（若林委員）久居の人だけでなく、交通の便なども考慮し、他の地域の人も利用

できるような施設にしてほしい。資料を見て客観的な検討ができれば

よい。 

 

以上 


